
牛乳タンパク質の有用性に関する研究:

分岐鎖アミノ酸を豊富に含むタンパク質の轄代謝攻善作用
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要約

分妓喜義アミノ後処CAA) 会長義IJ)~要なる食鋳タンパク霊童(ミルクカ-lfイン伝大豆タンパク質)およ

びBCAA添加食をラット iこH溺寄与えて、食餌中のBCAA会援が耐車道官E、Jfn繍と瓜l消インスワン濃度、

若手殺と骨絡筋のど)t.-t:ン隊淡水霊長終重軽 (PDH)複合体活性、および肝臓の分岐鎖r ケト酸脱水素毒事霊長

(BCKDH)複合体活性に及ぼサZ影響撃を検討した。実験食として、大主主タンパク笈食、ミ)t.-クカゼイン

食、大豆タンパク質食回日CAA(4.75%)添加食、もしくはミル夕方制ン会BCAA(4.75%)漆級会を

用いた。ラット体震と摂食3設には、会での食餌群で差i孟然かった。泌総書撃に対する食鎮の影響は認め

られなかったが、血液インスりン語震波i立高BCAA食摂取により低下する綴向を示した。よって、お

BCAA食摂取l孟インスワン感受銭安上級すーるま著書華街t示唆された。耳織の即日i愛知こは制導による影

響が認められなかったが、管務室芸仰Dl鴻活伎は、高BCAA会により増加する傾向を示した。この結

5裂は、す寺絡主主におけるグルコース代議選のキャパシティが高BCAA食摂殺により上昇した可能性を示唆

しており、 PDH活性が浴BCAA会による総代謝改善のメカニズムl二関与すると総測された。Ilf綴の

BCKDH活性i立、 BCAA渋耳lLI量I:ft(符してよ持したので、 BC品代童話に関してうットはそれぞれの実験

1誌に適応していたと推測される。本研究では、師CAA食摂取により、インスリンE械を主がよ昇する

可能伎が礁認されたが、今後さらに謀議日CAA1主主現時誌の明確な効5震を得ることが必遺書であろう。そのた

めには、より長期の摂食かインスリン梨霊祭伎の低下した動物を用いて主主討する必望書があると忽われる。

…ワー l':分妓鎖アミノ媛、ミルクカぞイン、火豆タンパヲ質、磁務書室、政治インスリン、ピ)t.-ピ

ン震を脱水言義務室長複合体、分妓主義a・ケト襲安脱水準著書孝繁主義合体、 ラット

1.はじめに

ロイシン、イソロイシン、パリンよりなる分蚊鎖アミノ駿 (branched-chainamino acids: BCAA)浴、

栄安建物的な必須アミノ駿であり、食事タンパク霊安iこfきまれる必須アミノ訟の約50%、務タンパタ絞め

必須アミノ駿の約35%を占める[心。このようにBCAAはタンパク笈に多く含まれるので、 BCAAfl;;綴

は動物のタンパク銭代謝やエネルギ一代議と深く関室長することが紛らかにされつつある。例えば、と

トiこBCAAを投与して護霊童訟を負荷すると、投与したBCAAの緩{協議事の促進と共に筋タンパク霊堂のうま商事

会i事i謝されることが毅をきされており、タンパク結党議書iニ汁ずるBCAA投与の影響が認められている [2]。
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BCKD剖:分岐鎖症紬ケト喜重脱水禁惨事襲、 PDH:ピJ!tどン重量脱水素鰐事降、

CPTI: :カルニチン-J~Jレミトイ}[，転手審議事索l

一方、エネルギー代謝には、事選鏡、脂質、およびアミノ酸f\:;~討が官官接に関係しており(図 1 )、一章受的

には糖質代謝が低下したときにアミノ後と脂質代議結が活発になる。これらのエネル~一代議;二対する

タンパク質やBCAA投与の影響を検討すrるためには、炎期的な投与〈事籍取)により紛争おをその食鰐iご

適応さぽることが必書きであり、このような紛究は箆内外でも少ない。

牛乳タンパク震に含まれるBCAA霊は総アミノ鮫量の2L4%~をあり、 f也の動物性タンパク笈{豚i刻、

18.若手品;牛肉、 16.8%;鶏肉、 18.3%)や植物性タンパク質(大豆、 18.4%; :米予 16ぷ予告;小麦粉、

15.8%)と比べて合援が闘い。運動特にはよ述のようにBCAAの需要が溺まるので、激しくスポーツを

行う入にとって牛乳タンパク霊堂は有利なタンパク霊堂であると雰えられる。

ゆ読者らのこれまでのラサトを燃いた研究において、 20%カぜイン食iこBCAAを添加した食餌のj議

船隊側、 BCAA代議討の促進と共iこ護霊長訪中の血獲量王子をjip制し、さらに安苦手時の血冷インスりン濃度

を低下さ々まる所見が得られた [3]0との所踏ま、 BCAMま2蓄なタンパク質もしくはBC品添加護誌はグル

コース代議討を改鋳するoI後伎を文民唆している。

グルコース代富蓄の露関節酵素としては、いくつかの襲撃獲がまEられてL、るが、それらのめでもピルピン
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設費鋭水3軽藤孝雪震 (pyruvatedehydrogenase: PDH)主整合体iまさ霊要な役言語を狙う塁手索の一つである [4J，

PDH争議会幸容は、奪事糠系で生成されるどんどン畿をア1::チjレ伽CoAlニ変挨する酵素であり、その商事楽活性

;主、護季語繁タンパク霊安のリン重量化による不活性化と目見ワン酸化による活性化により調節されている(陸自

れ。議ぎ守撃のfii:J5iま終契約キナーゼ (PDHJcinase)により触媒され、後者の反応は特異的ホスファタ

ーゼ (PDHphosphatase)により触媒される。 PDH機合体の生成産量物であるアセチJレーCoAは、総目方重量

CoA-SH 

C02 

I::!}レピン酸

NAD十[活性型l

PDH複合体

NADH+行+

アセチ)V開 CoA

l:!子:P;L冶Ji同ιm」;
p門・ L史ニιJ

~2 どんどン磁波本護憲善事事審 (PD悦}複合体:1)ン酸化および脱リン酸化によるの活性調節。 PDH複

会事事{主、守幸祭実事キナ-;t(PD討kinase)による勝奇襲タンパク燃のリン酸化により不活性化され、

特爽約ホスツァタ…ゼ (PDHphosphatase)による鋭リン酸化により蒋滋性化される。

分岐鎖アミノ酸
(Leu. Ile. Va1l 

α ケトグルタjレ費量

グルタミン票差

分段鎖アミノ重量
アミノ纂転移書事案

分絞綴α…ケト重量
(KIC.IQぷ'.J{IV) 

C収Aベ喜悦ヘ I/'"NAD十 {活性整]

分後事襲 αーケト酸ß~水素酵
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アセチJいCoA サタシエニJいとi>A
アセト書聖霊童 {クJ:ン重量務総}

Pi 

5議3 分絞綴7'ミノ綾分解系

KIC， 昌明ケトイソカプロン護費， KMV，窃糊'rトかメチルパレリン喜重;KIV， a ーケトイソパレリン酸.
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の p事後f~系よりさ主王立される員長物と共通であるため、勝目方障を分解と競合する。すなわち、勝JW重量分解が

後進される場合にはPDH綴合体活性は低下し、殺iこ、 PD日後合体活性が商いと意には脂肪酸分解は抑

骨量jされることが明らかにされている [5]。

そごで、本研究では、ミ)1-クカゼインと大豆タンパク号室を会第タンパク援として殿い、これらの食

餅タンパク質がラットの附綴能、グルコースや逆襲淡路童書重量などの議済成分譲護運室、および好滋と特務第

のPDH複合体活相ニ及l;rす影響を検討した。さらに、それぞれの食主総ごBCAAを線路してBG話会量の

高い食鰐が、それぞれの測主主項目に対する彩機も検討した。

一方、 BC品代瀦i立、その分解系の第 2'1番設にも7霊堂する分岐鎖 r ケト機脱水滋酵素 (branchedω

chain a -keto acid dehydrog問 se:BCKDH) i禁制ねこより環節される(関 3)[6]，この酵素複合体の

活性i立、 PD日後合体とi湾様iこ、酵素タンパク望遠のりン酸化により務室告されている{関 3)。ラットで

は肝臓のこの勝淡約伎がBCAA代謝の猿擦となることが示唆されているの"と、ヨ学研究ではそれぞれの

食餌に適応、したうット肝臓のBCKDH複合体淑性も測定し、 BCAA代謝iこ対する会意耳タンノ号ク霊童の喜多襲警

と高BC必L食の影響も合わせて検討した。

2.方法

2-1.実験動物ど飼育

7週費者のSpra邸te-Dawley系雄性ラット (日本クレア)20匹をき起毒素に潟いた。ラットを、緩絞め1i滋

題、市販の隊形綴料 (CE-2、日本クレア)で予備飼育し、その後3経験fまを 4;慶尚与えた2 食堂専および

水iまe践に主祭主設さ-itt.とφ 動物飼育2震のを約230C1こ保持し、明日脅周期を12時間(明期:9:00-21:00、

路湖:21:00-号:00)Iこ設定した。 iつのケージiニ1-2匹ずつラットをいれ実験期間中鮒育した。爽

患者期語野中のそらラットの体重を 28ごとに、またさ襲撃主英語磁の最後の 3お閣の摂会震を測定しt::'c

2・2.実験食

き軽験創立、大タンパク質食、 ミJレクカ4::"イン食、大fLタンパク祭会-BCAA(4.75%)主義Jl枚、お

よびミルクカゼイン食-BCAA(4.75%)添加食からなり、それぞれの綴成を表 1にぶした。これらの

会長耳のさ義立与約綴戒は、 AIN73の食餓総目覚 [7]とAIN93の食餌綴成 [8]を基本としたものであり、主君

主話した 3つの忍CAAの比率iムカゼイン;こ含まれるBCAAのまifiJi誌を3おこした [9]。この掻のBCAA添加

により、ラットの摂金量は影響されないことが報告されている[必。全ての食餌は、日本クレア(株)

により自問製されたc

2-3.終日糠負荷試験

若各5護鱗挙の予ツトを 3週閥察悪験貴食

〔ロ1告ωJIにこ従い行ウた。実験当段、各書干のうットに、 12時間(午前 6時~午後6時)の絡i誌の後、 25詫グ

ルコース浴液を浴いて 2g/kg号事選設のグルコースを緩口俊与し、重量荷古昔、負荷後15分、 30分、 45分、 60

分、容。分iこF義務盟主より採血し、長益事護機主主滋メデ4セーアワーダー(テルモ{株))告矧いで血糖濃度を

-104… 



表 1 ~総験食の組成

Diet 

20qb Casein 2oqb-so仲間n :目。qら-Soybean
十 BCAA 十日CAA

(gl主gdiet) 

2∞ 
2∞ 200 

50 50 50 

3 3 3 

35 35 35 

10 10 10 

2 2 2 

100 100 1∞ 
0.01 。‘01 0.01 

50 50 50 

20 20 

12.5 12:5 

15 15 

tomake 1α)0/0 

lngredient 
20号も職Casein

Casei詰， Milk 

Soybe昌nprotel詰

Soybean oil 

DL-Methionine 

Mineral mix， AIN 76 

Vitamin mix， AIN 76 

Choline bitartrate 

Sucrose 

Te託-b註tylhydro号umone

Cellul侭 ε

Free amino acids 

L-Leucine 

L-lsoleucine 

L-VaIine 

Cornstarch 

2∞ 

m
J
3

お

ω

2
剛

山

お

測定した。

2-4.血液および組織の採取

4還問の言葉義主食飼育の後、血液および肝臓と筋肉{勝腹筋)品目織を採取した。各群のラットを12待

問{午務s善幸一午後S持}総会させ、上述の樹著書能試験と問機lこ綴口約に糠(2gグルコース/kg体重ま)

を負務した。負務後30うまにベントパルヒ、ターんの媛望室内投与 (0.05g/kg)によって麻酔し、腹部下火

静脈より採血し、次いで議室ちに好線と勝媛筋を綴おし、フワーズ・グランプ法により凍結した。採取

した肝織と筋肉は、分析訟で必む℃で保存した。害警られた互主主主より議室心分露震により血清を調童話し、分析

まで-801:L'保存した。

2-5.分析

血液成分の分析:J験者書をlUl瀦測定器メディセーフリーダ…を隙いてま官室した。血湾4ンスワン会予

ジオイムノアッ-tイ主主 [11]、血液遊離脂肪酸を酵素総 [12Jにより定量した。血清BCMをGlee、特n

and Maugh鵠の務主主主去 [13]を用いて定量した。

PDH浴室生およびBCKDH活性:脅絡綴および好機からのPDH綾合体とBCKDH総合体の般的を

Sh恥omuraらの方法 [14]により行った。その銭湯君主のPDH率重量挙言葉活性 (to包1acti吋匂)ならびに浴↑也

君主酵室長潟然 (actualactivity) を、 arylamine配 etyItransf討 ase(acetyl・CoAを燃いて p~(p“

阻血ophenyI拙 0)benzene-sulphonic acidをアセチル{とする燃費者?を簸いた欝素カップリング名義により分
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光学的に測定した(15).PDH総路孝議室?毒性を求めるためのPDH綴合体脱ワン重量化iこは、リコンピナン

トPDH*スツァターぞを附いた [16).若干織のBCKDH縁酵素f活性および活f主導型商事索活伎は、分光学的

方法により総主主した [14]，BCKDH総襲撃議漆牲を求めるためのBCKDH機会体主主 1)ン般化iこは、

lambda protein phosphatase (New Engla誠治iolabs，Beverly， 1v1A)をF詰L市 [17]。即日領合体および

BCKDH綴合体の活性獲の割合 (activitystate) I立、き主体内における総務主義務伎に対する3活性殺酵淡の

2総合(%)として算出した。

2-6.絞計解析

本務歩唱で得られた3経験データi立、王子均儀士機慾誤差でぶした。経口著書室主続試験の者建設愛検定には、 2

Jt配置分数分析を、それ以外の項目Iこは1充喜三産分詩文分析をf語い、名群聞の綴々 のき喜定値の平主主主差検定

;こは、FischerのPSLD(protected least柑泌cant僻 'erencet田t)の多重量比較~FIH、た。危険料覧以下

を手言語まとした。

3.結果

3-1. 韓議事幾重量

実草案食による 3遇燃の綴育の後、豪華口務負術試験を行った。結果を図 4Iこ完訳した。著書災害ま後の血事選

者襲選定の上昇は、 BCAA添加および無添加のいずれま)j経験食でも、ミルヲカゼイン食よりも大Ii.タンパ

ク霊安食で僅かに低い傾向にあったが、手ぎ慾な滋いは認められなかった。

3・2.ラット体重と綴余重量

実験食による 4週間の飼育後の体畿と、実験禁書罪者の最後の 58関iこ測定した IB当たりの絞食蚤を

表 2 にぶした。~書干の体設は、 lまぼ同じ vベルにあり、護学潟i二重量 i立総められなかった。との宇主主霊の結

采i立、各鮮の摂f量3震に遠いが兇られなかったとどの反授、ぞあろうと考えられる。災悪業食への4.759長

BCAA添加は、摂会室lこ景手毒事を及ぼさないことがAndersonら閣によって綴告されているが、本妨害習

でもそれが総総された。

3-3.血液成分4こ対する実験食の影響

実験後終81二、事基口意書重要議試験と岡量のグルコースを投与し、その30分後iこラットを麻僻下で議議講堂

し政液を終t::.o 証弘中グルコース濃控室、話ll>>'i-1ンスリン、遊離腿助隊、およびBC品 i滋民主をきを3におし

1とa

血中グルコース淡I'ltf立、いずれの若干も150rng/dl前後であり、群関iこ去最lま認められなかった。

血液4ンスリン濃I'ltl立、大豆タンパク賛金書平1::ミルクカゼイン食群ではほぼ同レベルであった。

かそれぞれの食餌にBCAAを添加した食餌務では、統計的なお慾差は認められなかったが、1Uli育イ

シスリン渡部主総い傾向をぶした。ごの毒事衆浴、 BCAA添加食の摂取によりぜンスりン感受険会主上昇

した"1後伎を示唆している。

成清i援隊腹立主重量濃度i主、いずれの食総務でも碍レベルであり、食室耳草学問iこ謀長iま認められなかった。
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経口糖負荷試験に及ぼす実験食の影響

Values are means + SE for 5悶 ts.

図4

ラットの体重および摂食量に及ぽす実験食の影響表 2

Milk casein+8CAA Milkcasein Soybean+8CAA Soybean 

486土 22486土 15464土 22470土 14Body weight (g) 

28.2"， 0.9 27.7土1.027.1土 0.227.9土 0.1

Values are means :t: SE for 5日 ts.

F∞din也ke(g) 

ラットの血液成分に及ぼす実験食の影響表3

Milk casein+8CAA 

153土 7

Milkcasein Soybean+8CAA Soybean 

159土 12141土 4151土 7Glucose (mg/dl) 

0.94土 0.281.26 '" 0.34 0.66 '" 0.16 1.16士 0.43lnsulin (ng/ml) 

FFA (rnEqIl) 0.25 '" 0.03 0.29土 0.060.18土 0.010.20土 0.02

394土 26373 '" 23 368土 15355土 168CAA(μmolll) 

Values are means土 SEfor 5日 ts.

血清BC品濃度は、有意ではないが、各食餌タンパク質にBC品を添加することにより上昇する傾向

を示した。最も高値を示したのはミルクカゼインーBCM添加食群であった。 BCM添加による顕著な

血清BCM濃度の上昇が認められなかったのは、採血前の約12時間を摂食させない条件にしたため、

食餌BCMの効果が小さくなったものと考えられる。

肝臓と骨格筋のPDH複合体活性に対する実験食の影響

-107ー

3-4. 



( +E a a-B a 

・3J〉8 ? 

口B関4 

同語 〈主気空J 

お副 怒凸~‘ 

a窓〈会〉 民記

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

O 

0.12 

0.10 

0.08 

0.06 

0.04 

0.02 

G 

20 

J6 

J2 

s 

4 

。

一 Tota1activity 

1 Actua1 activity 

Soybean H:I1，. ~ooa;" MiJk casei丹

Soybean 十13CAA Milk caset百十BCAA

関 5 ~ラット肝臓のPDHii!if金iこ及iます実験食の影響

Values are mean + S霊for5 rats. 

…108-



1.0 1 Total activity 

0，護

。，6

a ω ロ的 0.4 

0.2 

G 

b 

~品s場 な035 寸 Actua1 activity 

むマ030

0.025 

0，020 

0，015 

0.010 

。む05

む

ちs
皇室
時c.

者5
5凶
〈日

A
υ
O
A
W
'
b
d勾
今

J
M

ハυ

ー

Soy泌総 Milk c註sem
Soybea琵 +E3CAAMiiksas告1詰 +BCAA

関6 ラット骨格筋のPDH活性に及ぼす実験食の言語襲撃

Values are mean + SE for 5 rats. 

-109-



1‘器J 

b s zb 

訳

、--
与... ~ 
o 出
世~
埠同

窓会

.q固

さ2
〈話

Total activity 家

1.2 

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

。

1 0 ~ Actual activity * 
0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

。

80 

60 

40 

2 

Q 

Soyむean "." _ _'. Milk casein 
Soybeall 叫 CAA Miik caseII14BCAA 

E書7 ラット若干潟OSCKDH諸君後4こ及ぼす実験食の影響

V語lues器開 me部こ土容を for5 rats. 
'Sig持i許容器持tlydi偽 re民tfrom soybean d陪tgroup. 
#Si寄れi説can哲y主lifferentfrom milk ca鴇，indiet group. 

-110-



好機と手守綴筋のPDH複合体?議後の車違祭をそれぞれ滋 5e::溜6Iこ2おした。

晃子議案のPDH総活性i立、 ミルクカぞイン会若手が他の食車専務よりも高い{領向をえ詳したが、食餌タンパク

祭およびBCAA主主主君によるーだの減向は認められなかった。 I議性平!際素の活'1生 (acれlalactivity) I立、

いずれの?を車専務もほぼ伺レペ)1.-であった。また、活性型目撃繁のi!IU合を示す活性主先発長 (activityst主総}も

全ての務マ附レベルにあり、さをは緩められなかった。

骨務局百のPDH総活性i立、火flタンパク資金若干とミルクカゼイン会若草て、はi溌レペ)1.-1:'あったが、

BCAA添加f量殺eはそれぞれの食主導タンパタ褒群よりも齢、傾向にあった。最も泌総をえおしたのは、

ミ)1.-クヨ与をfイン-BCAA添加食事卒であった。鴻性型酵素のj毒性l立、ミ)1-クカゼインおCAA添加食群で高

い傾向にあったが、各群で有議な滋いは認められなかった。罰事警軽の活性状態l立、金ての食室専務でj司レ

ベルであった。

3-5.肝臓のBCKDH複合体活性にますするきた験食の髭響

肝臓のBCKDH複合体活性を図 7Iこぶした。

BCKDH総泌?をは、大主主タンパク豊富食事事とミル夕方ゼイン食護学を比べると、後者が有貫主lニ衡かった。

それぞれの滋CAA添加食群では、各タンパク霊安食群よりも有慾な制肢を示じた。活性棚機f活性色絵

活性と類似の傾向をぶしたが、大豆タンパク質食群と大豆タンパク笈・BCAA添加食鮮の関にのみ有意

差が認められた。また、商事案の活性状認義也、総汚牲と類似の傾向をえ訴したが、有意差iま緩められなか

った。

4.考察

務尿病患者およびその予備軍が急増してL喝容主代役会では、インヌリン作用を改善するヲミ効な1ii去

を早急に開発しなければならない。これまで、iこ、渡殺によるインスワン然減の改善が紛らかにされて

おり、実際仁義喜~織の予患者や治療に主要量診療法が利用されている。 E謀議事交主祭のメカニズムは十分には明

らかにされてないが、芸裏話器による脅務室主Glut鵬rvの発言測がメカニズムのーっとしてあげられている。

主主-'<"の研究室の研究El約の一つは、インスリン作用の改善効巣を期待でiきる食成分を見いだすこと

であり、これま可?の研究において、 BCAAを総力日した食餅をラット iこ4議選閥奴耳立させると、宣言語手雲寺の

血消インスリン話器廃が低下すること、およびその刻織に運動トレーニングを災害ぎじても脅務綴のGlut-

rvの増加が認められないごとを明らかにした [3]。これらのF械は、語霊祭CAA1ltI;l:インスリン感受!生

を潟め著書代訟を号主主著する湾終盤を示唆しており、義きft綴改善のための食品誌の開発にも応用できるかも

しれない。

そこで本研究で1;1:，さらに食餌BC品の作間開らかにするため、経口事選重義務試験による樹務脅告と、

グルコース代謝の調節酒李首長であるPDH被合体出CAAft紛の議室罪酵素で為るおCKDH複合俸の活殺に黄金

するBCAA含量の異なる食自専の彩饗について検討を加えた。

躍す務総iこ対する食最寄タンパク察および1sCAA支葬会誌の影警警は認められなかった。また、実験儀終日iこ
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経口約に糖負荷した30分後iニラットをE量殺し、手等制f著書能に対する食露専務CAAの言権を克たが、やは

り各食鋲群町P遣をは議選められなかったので¥本3経験の条件下における海腕こますしての食倒CAAの議委

事撃はないと豊富論される。ただし、これまでの五耳炎<:'1立、すべてiE常なうットを用いており、糖隊約な

どの綴代認の妻毒殺なうットに立さしての影響は不罪対である。

一方、爆殺H寺のlUli翁インスリン濃度では、 i量室等タンパク糞〈ミルクカ-I!インと大豆タンパ夕張費)の

間で差は認められなかったが、それぞれのf量産障のBCAA添加食の場合マi械も童を示す傾向にあった。

以前の報告では、とれらの食餌タンパク質の関で統計的に有意なさをが長選められたが、本研究ではグル

コースを負荷し?と?去に然成したことよりこの食餅タンパク質の効果が減脅脅されたものと考・えられる a

しかし、 BC納金義織とより、血清インスリン話譲渡が減少する傾向を添したととより、やはり爾BCAA食

の摂取はインスリン義撃さを後を高め著書代縁者設立を専守る可能性が添竣された。

PDH総合体は、議事著書系とクヱン重量図書長の援会主去に位置するミトコンドザア酵素であり、グルこコース

代謝の運命骨決安定する室重要な酵素である[心。本研究では、!If綴e1誉総務のとの欝索活後iこままずる会

館BCAAの喜多事撃を検討したョ肝臓のPDH滋伎に対する高BCAA食の一?をの鮮響は認められなかったが、

管務筋のPDI機滋{創立、食餌タンパク$l(，こ関係なく高BCAA食摂取により上昇する傾向が緩められた。

との幸喜和主、を号事告書蓄におけるグルコースf切のキャパシティが制CAA食摂取により上昇した可能怜

を示唆しており、協CAA食による著書代議t汝季初メカニズムiこi糊すると推測されるが、議草創立不明

である。なお、 PDHの活性型醇室長沼倹 (actualac語、IIty) I主、善幸食により務しく低下するととが紛らか

にされているが [18J、本研究ではラットに12時間の給食負おf去に緩殺したため、いずれの食然続でも

比較約紙f裁をぶしたものと考えられる。

BCAAf憾の徐主主務素であるBCKDH総合体i立、ラット肝臓ヤかなり高い活性をfけの令、 BCAA代

童話のマーカーとも念りうる [6Jお主幹続安定で若草られた結果では、』子選議のBCKDH総鴻'1金i立大!fi.タンパク

質食事干よりもミルクカゼイン食書付高等く、それぞれの会総ニBCAAを添加することによりさらに上昇

した。すなわち、この結果は、大タンパク質よりもミルクカぞインの方がBCAA会j撃が喜重いことの

反映であり、さらにBCAA添加によりさらに活性が上昇したことは、 BCAAの代童話キャパシティがさら

にμ 上昇したと考えられる寄よって、ラットはそれぞれの食飢iこ話題応していたと考えられる。活性型重季

語還の?燃と浴後状態毛i湾総な傾向にあったごとより、 BCAAの摂取量が多くなるとその代謝が促進さ

れていたと考えられる。

2このように、ラットはBCAAの絞殺還によりBCAA代議撃には勝義駄遣童応、現象が認められるが、糖代訟

の翁燃では、高BCAA食摂取により血清インスリン議議選芝を低下させる傾向が絞められたのみであり、

耐機能には司械なBCAA摂取の閉会事警は認められなかった。よって、今後さらに検総合IJIJえるためには、

さらに3械の言語CAA会摂取による影響を見るか、也しくは鮒糠能が低下し?と動物に詳細C品食を芸員取

させるごとにより、 BCAAf:英詩文による憲章代童話への影響撃を測機;ごすることができるものと考えられる。
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